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ランサーズ代表の秋好と申します。24 年 3 月期第 2 四半期の決算説明をさせていただきます。 

まずサマリーになります。今期については通期での営業黒字化というところを目指して開示をさせ

ていただいておりますが、結論順調に推移していると見ております。 

第 1 四半期、前回の説明会については一時的なコストの増減というところがあって第 1 四半期は赤

字ではございましたが、この第 2 四半期以降については継続してしっかりと利益が創出できる基盤

が確立できたかなと捉えております。数字としては 5,100 万円の営業利益というところで着地をし

ております。 

ただ、この上半期は利益が出る構造にするところを優先して着手しておりました。営業体制の人員

の採用というところも上半期については少し抑えておりましたけれども、セールス及びマーケティ

ング活動というところを拡大して、下半期は利益を出しながらも売上総利益を上げていくところに

注力したいのが大枠のサマリーでございます。詳細については後ほど説明させていただきます。 
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まず、会社の概要から簡単に説明させていただきます。われわれ 2008 年に創業いたしまして、個

のエンパワーメントと、インターネットの力を使って個人をエンパワーメントしていくというのを

ミッションに創業し、16 期目の会社になっております。 

創業以来、われわれのビジネスは企業と個人を仕事でマッチングして企業から発注をいただき、最

後、個人に報酬を支払うまで全てオンラインで完結するという受発注のプラットフォームを運営し
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ておりますが、そこでやり取りされる流通総額は創業以来、毎年過去最高を刻んでおりまして、昨

年度は過去最高の流通となっております。 

 

 

実際にやり取りされる仕事は、エンジニアを中心に DX 領域が多く、エンジニア、デザイナー、バ

ックオフィス、マーケター、ライター、そして営業など、この 2～3 年のコロナの期間を通してオ
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ンライン化が進んだことによって企業の中のさまざまな仕事がランサーズの中で発注され、仕事を

されるという状況になっております。 

 

実際、中小企業を中心に戦略を作るところ、DX を導入するところ、そして運用するところと戦略

から実際の運用まで全てわれわれに登録している豊富なプロフェッショナルの人材が企業にご支援

するというサービスになっております。 
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では、中小企業の中でもどんな会社さんが利用いただいているかというと、例えば、⾧野県のヌボ

ーという生花店さんですけれども、生花店なのでお花を企業に納品したり、個人の方がプレゼント

でお花を買っていくというところがメインのビジネスでありますけれども、生花店とはいえウェブ

ページを作ったり、実際はデジタルでもろもろバックオフィス的な仕事をしたりというところは

DX の人材が必要です。 

ただ、なかなか地方で DX 人材を社員として採用するところは難しくて、ヌボーさんに関してはコ

ア業務である生花店の仕事は社員で、それ以外のところはランサーズですると、例えばデザイン業

務に関しては 9 割ぐらいオンラインのフリーランスのプロフェッショナルに仕事をしていただくと

いうような形で活用をしていただくことで、中小企業の DX を支援しているというのがランサーズ

の特徴でもございます。 

 

実際、ランサーズの特徴としましては、他社プラットフォームと比べて非常にプロフェッショナル

の人材の方が多く登録いただいております。 

われわれのサービス自体も個人の信頼性が可視化するような、そういったシステムになっておりま

して、結果として企業からするといい仕事をしていただくプロフェッショナルがたくさんいる。個

人からするとランサーズに行くとより他社のプラットフォームよりは高い仕事がもらえる、そうい

った信頼を担保に高付加価値、高単価の仕事が循環しているのがランサーズの特徴でございます。 
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実際、そういったプロフェッショナルのフリーランスの方をわれわれ、信頼ランサーと呼ばせてい

ただいておりますが、年々この信頼ランサーの数というのは増えていっております。 

毎年伸びている流通総額に占める割合も信頼ランサーの方が 9 割と、つまりランサーズの成⾧には

信頼ランサーの方が増えれば増えるだけ流通金額が増え、企業の方が満足して、さらに継続して利

用いただけると、そういったプラットフォームになっております。 

昨今、リスキリングというのが日本政府のアジェンダにも書かれておりますけれども、ランサーズ
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は仕事のスキルを持っている人が報酬を得るプラットフォームではあるのですけれども、リスキリ

ングをするという観点で MENTA というサービスも運営しております。 

これはスキルを持っている個人の方がこれから勉強したい個人の方に、個人同士で CtoC で仕事に

関するスキルを教え合うサービスですけれども、MENTA で学んでランサーズで報酬を得ると、こ

ういった循環を作ったり、ランサー・オブ・ザ・イヤーというフリーランスの方を表彰するイベン

トを毎年やったりすることによって、こんな働き方があるんだ、自分でももっと報酬を稼げるんじ

ゃないかと喚起し合う、モチベーションを高め合うような場を提供しております。 

今年 2015 年ごろから始めてちょうど 10 回目になるのですけれども、ランサー・オブ・ザ・イヤ

ー10X ということで 12 月 16 日に 10 年目のランサー・オブ・ザ・イヤーが開催されますので、も

しご興味、関心があられる投資家の皆さんがいらっしゃいましたら、われわれの信頼ランサーとい

う方がどういう方かというところがすごく肌触りをもって感じていただけると思います。実際には

原宿でやりますが、オンラインでも YouTube で配信しますので、ぜひご覧いただければと思いま

す。 

それでは、冒頭説明した決算のサマリーについて詳細をご説明させていただきます。 

おおむね業績予想については順調に売上総利益、流通総額、営業利益、進捗していると認識してお

ります。特に営業利益については昨年度 1 億円の赤字でございましたが、今期第 2 四半期について

は 5,000 万円の営業利益というところに着地をしております。 



 
 
 

2023 年 11 月 13 日 

本件に関する問合せ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 
 

8 
 

販管費についても、人件費や外注費等々については単純に削減したというよりは、効率化を重視し

て増やさずに効果を出すところをやってまいりました。 

結果として営業利益が黒字となり、第 3 四半期以降も継続して営業利益が出せるような仕組み、状

況にはなったかなとは感じております。 
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営業利益は、特にマッチング事業においては過去対比で 7 倍ぐらいの収益性の改善ができたもの

の、一方、売上総利益のところに関しては前四半期、もう少しあったところが今+4%というところ

で、営業利益を優先したとはいえ+4%というところに関しては一定課題を感じております。 

内訳を分解すると、昨年 6 月にワークスタイルラボという会社を買収しましたが、その影響もあっ

て去年には一部入っている今年に入っていない、またその逆みたいなところがありまして、第 1 四

半期は成⾧率が高く出ております。ワークスタイルラボの影響についてはまた後ほど説明します

が、PMI が思っていたほど順調に推移しなかったというところもあって、マッチング事業の売上総

利益の成⾧率が 4%というところに落ち着いております。 

ただ一方、営業利益が大きく改善したことによってセールスや広宣費のところは効率化を重視して

おりましたが、営業の採用や広宣費の部分をより下半期は踏んでいくことによってこの成⾧率を上

げていきます。 

また後ほど説明しますが、ワークスタイルラボについては本社に吸収合併することでより高い成⾧

性、生産性を得られると判断しておりますので、下半期は営業利益を出していくものの、より売

上、成⾧率を上げる活動に経営としては軸足を置いていきたいと考えております。 
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結果として、主力 KPI であるクライアント社数、クライアント当たりの利用金額や社員 1 人当た

り売上総利益を、下半期に、より上げていく活動に注力したいと考えております。 

適時開示を出させていただいておりますが、昨年、今までランサーズでは DX の導入と DX の運用

というところを強みにしていましたけれども、企業の戦略立案のところからフリーランスのコンサ

ルタントが支援をすることによって一気通貫で企業様により高い支援をしたいというところで、ワ

ークスタイルラボを昨年 M&A をさせていただきました。 
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このフリーランスのコンサルティング市場というのは、日本市場を見渡しても非常に高い成⾧をし

ているマーケットだと捉えております。一方、買収してからサービス間の連携等、よりワークスタ

イルラボを伸ばしていくところには一つ、売上成⾧がしきれないという課題がございました。 

ただ一方、フリーランスのデータベースの統合や、ランサーズ社もしくはワークスタイルラボの社

員が相互のサービスを連携して成立することによって、より高い売上を上げていくところが可能で

あるという見立てが一定できたところと、より販管費も適正化して一体となって成⾧していくこと

を鑑みると、吸収合併してランサーズとして企業様に支援をしたほうが、より 1 人当たりの生産性

も上げられますし、販管費も適正化できるというところがございますので、今日の取締役会でワー

クスタイルラボについては吸収合併をし、より市場成⾧に見合った成⾧をランサーズとしても目指

していくというところを決めました。 

なので、今後についてはワークスタイルラボ、非常に上半期は苦戦していたところがございます

が、下半期はランサーズグループとして一緒にコンサルティングから DX の導入、運用まで一気通

貫でやるという M&A の当初の目的をより濃度濃くやっていける体制ができるかなと思っておりま

すので、こちら引き続き、先ほどのクライアント当たりの金額や 1 人当たりの売上総利益というと

ころの数字の変化を、また引き続き開示をしてご説明できればと考えております。 

PL についてはご説明しているとおりなので割愛させていただきます。 
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BS の状況をご説明します。BS については黒字化をしたというところもあって、現預金に関しては

プラスになっています。今後についてはキャッシュフロー、営業キャッシュフローもプラスに転じ

ていくという予想をしております。 

銀行借入枠も引き続き 12 億円というところを確保しておりますので、今の現金及び将来の銀行借

入枠というところを鑑みると、事業運営資金については十分な水準を維持していると考えておりま

す。 
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先ほどのワークスタイルラボの吸収合併と一部人員の整理というところもありまして、構造改革費

用というところで特別損失を数千万円、今回開示させていただきました。こちらについては業績予

想には含まれていませんが今後の予想については修正なく、当初予想したこの業績予想にて今後経

営を引き続き行っていきたいと思っております。 

万が一、予想を修正するようなことであれば今後適切に開示をしていく予定でございますが、現時

点では修正はないと判断をしております。 
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最後トピックをご紹介させてください。ランサーズは中小企業を中心にご利用をいただいておりま

すが、今までどうしても PC を中心とした利用をいただいておりました。 

ただ、冒頭ご説明した生花店のヌボーさんもやはり接客をするというところで、なかなか PC を利

用しないような店舗の経営者の方も非常に多く、今後のランサーズのさらなるクライアントの拡大

を考えると、アプリだけでも受発注の体験をより良くしていくというところが強化すべきポイント

だというところで、今回、iOS のアプリをリニューアルさせていただいたのと、今までなかった

Android のアプリをリリースさせていただきました。 

今後は出して終了ということではなくて、このアプリを磨いて店舗の経営者の方が本当に接客しな

がら空いた時間で発注をして、社内の DX 人材と店舗経営をしていくことを拡大していきたいと考

えておりますので、アプリリリースして、そういった体験ができるよう今後注力していきます。 
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他にもデザインや動画編集やインスタ、ストーリーなどの、そういったデザインのポートフォリ

オ、実際のユーザーの作品から発注ができるようなサービスだったり、昨今 AI が非常ににぎわし

ておりますけれども AI 関連の仕事カテゴリを新設したり、一つの発注で複数人のフリーランスの

方に簡単に発注できるといったような非常に顧客体験を大きく変えるようなプロダクトリリースを

下半期、これ以外にも行っていく予定であります。 

冒頭申し上げたように黒字化の目処というのは一定立ち、今後も継続して黒字化というところの仕
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込み、仕組み化ができたと思っております。下半期はセールスの人員を増やす、もしくはマーケテ

ィングを強化する等、プロダクトの体験を通してより使っていただくこと、顧客体験をアップデー

トしていくところに注力していくことによって、成⾧しながら利益もしっかり出していくという中

期の展望を目指してまい進していきたいと考えております。 

私からの説明は以上となります。ここからは質疑応答の時間にさせてください。よろしくお願いい

たします。 

  



 
 
 

2023 年 11 月 13 日 

本件に関する問合せ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 
 

17 
 

質疑応答 

 

Q1：ワークススタイルラボを中心に構造改革をしているということなのですが、のれんの減損な

どは発生しないのでしょうか。また構造改革に伴って、来期に向けたコスト削減額は 5,000 万円で

あるという開示がありましたが、そうすると来期については 1 億円以上の利益が出ると見込んでよ

ろしいのでしょうか、といったご質問をいただいております。 

秋好 [A]：ありがとうございます。ワークスタイルラボについては、より売上を上げるところとコ

ストの構造化というところで吸収合併をいたしますが、ただ収益性というのは直近、十分に確保で

きていると見込んでおりますし、今後、営業体制を強化していく中で売上総利益についても今後は

拡大予定をしておりますので、もちろん慎重に検討はいたしますが現時点でのれんの減損について

は不要であると考えております。 

また来期について、おっしゃっていただいたとおりワークスタイルラボについては販管費をさらに

効率化していくこともありますので、今期を超えるような利益率というところも当然見込んでいけ

るとは思っておりますが、そちらについてはこの下半期のセールス&マーケの投資等、今後の営業

利益率を十分に検討して、来年 5 月にどれぐらいの利益率なのか、どれぐらいの何億円の利益を出

せるのかというところは開示をしっかりとさせていただきたいと考えています。 

Q2：マッチング事業のトップラインが第 1 四半期だと YoY で+20%強だったのに対して、この四

半期では+4%と伸び悩んでいるように見受けられます。 

この状況についてどのようにお考えで、どういった対応をされているのでしょうか、教えてくださ

いといったご質問いただいております。 

秋好 [A]：ありがとうございます。この四半期+4%というところで、前四半期+21%と比較して劣

後しているように見える部分については、一番大きいのはワークスタイルラボを昨年 6 月に買収し

て、そこが正確に Apple to Apple ではないところによって売上が少し小さく見えているところが

大きいかと思っておりますし、ワークスタイルラボ自身の伸びが当初想定していたよりは今、課題

があるというところが大きいと考えております。 

それ以外のところで言うと、一時的だとは考えておりますが営業利益を作るというところを優先

し、少し採用の速度等を下半期に計画上寄せているところもございますので、今後についてはセー

ルス人員を増やす、広宣費も一部増やしていく、そして昨今リリースしたプロダクトで新しいお客
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様に使っていただくということを強化することによって、この売上成⾧率というところも伸ばして

いきたいと考えています。 

Q3：生成 AI についての影響は出ておりますでしょうか。また、今後の見通しについて教えてくだ

さい、といったご質問いただいております。 

秋好 [A]：ありがとうございます。前回の決算説明のときにも同様のご質問というのをいただいて

おりましたが、結論から申し上げますと生成 AI の影響というのは軽微ではあるのですけれども、

一部影響が出ているかなと思っています。10%や 20%の影響があるということではないのですけれ

ども、一部影響が出ております。 

どういうものに影響が出ているかというと、ライティングですね。ある意味、誰でもできるライテ

ィングや簡単なタスクの仕事、情報収集の仕事というところに関しては生成 AI を使うことが増え

ていて、そこで発注することは減っているという影響が出ています。 

ただ一方、他社さんのプラットフォームと比較するとわれわれランサーズというのは誰でもできる

仕事やタスクっていうところは注力しておりませんで、プロフェッショナルの、ライティングであ

れば資格を持ってやるようなライティング、専門性が高いライティングといったようなところをメ

インとしておりますので、他社さんの簡単なお仕事ができるというプラットフォームに比べると生

成 AI の影響は現時点ではそれほど大きくないのかなとは思っております。 

ただ一方、今後影響が増えていく可能性もありますし、逆に先ほど申し上げたとおり、生成 AI を

使って逆に仕事をお願いしたいというクライアントの方もいますし、生成 AI を使うことによって

フリーランスの方自身が今まで 10 受けられたところが AI によって効率化することによって 20 受

けられる、30 受けられると。 

特にシステム開発のエンジニアに関して言うと、非常にこの AI を使うことで仕事の生産性は上が

っていきますので、マイナスをいかに最小化してプラス側をどれだけ最大化していくかっていうと

ころも下半期、注力していきたいと考えております。 

Q4：2Q の四半期販管費の QoQ の圧縮額の内訳を見ると、人件費が約 5,000 万円減少していると

見受けられます。人員削減などによる合理化はこれからと思いますが、足元までの部門別人員数の

推移はどのような状況になっているか、教えてほしいといったご質問をいただいております。 

秋好 [A]：こちらは正確な数字は後ほど CFO の小沼から説明させていただきます。 

人員削減については、基本的にはワークスタイルラボ社とランサーズが合併することによって管理

部門がある種、効率化されますので、共通化した管理部門の人員については一部人員の整理をさせ
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ていただくというところでございます。なので、おっしゃるとおり、人員削減による合理化ってい

うのはこれからというところになっています。 

ただ一方、われわれもベンチャー企業として一定ベンチャー企業水準の退職率っていうのはあるの

ですけれども、上半期については採用するというよりも、今いる人材を 1 人当たりの生産性を上げ

ていくところを強化してまいりました。なので、新規の採用っていうのをそれほど強化したわけで

はないと。欠員補充含めてですね。 

というところもあって、そういった人件費の見え方になっていると思いますが、下半期については

ワークスタイルラボを含めた管理部門の最適化と、ここから生産性が上がってきたところもあって

営業に関しては強化していきますので、そこの足し算と引き算が両方入ってくるという人件費の推

移になると思っています。 

もし補足ありましたらお願いします。 

小沼 [A]：ありがとうございます。基本的に秋好が申し上げたとおりになりますけれども、人員数

で言いますとやはり自然の退職者に対しての中途採用のところを抑制してきているところは期初か

らやっておりますので、それに伴って少し人員数は減ってきているところと、あと少し賞与の引当

金の繰戻などが 2Q に発生したこともございますので、それらの組み合わせで人件費が相対的に減

ってきているところがございます。 

以上、補足でございました。 

Q5：マッチング事業のテイクレートの見通しについて教えてください。ここ四半期、テイクレー

トが一段上昇しているのはシステム利用料の見直し、及びテイクレートの高いコンサルティング領

域の取り込みによるミックス改善があったかと思いますが、ワークスタイルラボの今後を含め、ど

のようなテイクレートの見通しを持っておけばよいでしょうか、といったご質問をいただいており

ます。 

秋好 [A]：ありがとうございます。ほぼご認識のとおりだと認識しておりまして、一つはシステム

利用料をフリーランスの方に 5~20%いただいていたところを、フリーランスの方から 16.5%、ク

ライアントの方にも 5.5%いただくという形に変えたことによって、少しテイクレートが変わって

いるところと、コンサルティング領域が入ったことによるミックスというのはご認識のとおりで

す。 

今後につきましては、基本的には今のテイクレートを維持したまま、高いコンサルティング領域の

仕事を含めて、コンサルティング領域の仕事プラスエンジニアの仕事を取ることで 1 当たり数百
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万、数千万というところの営業活動を強化していきたいと思っておりますが、テイクレートについ

ては基本的に今の水準を維持したまま、減らさず維持を目指してやっていく見込みをしておりま

す。 

 


